
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２５年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２５年５月３０日（金）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２５年５月３０日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 5月29日

不適合内容

【２号機原子炉建屋北東三角コーナーから圧力抑制室への予定外の滞留水移送について】
協力企業作業員が、１号機廃棄物処理建屋内の作業用照明を点灯させるため、２号機タービン建屋ケーブル処理室
にある仮設分電盤の電源「入」操作を行った際、誤って滞留水移送ポンプ用電源も「入」とした。
約３０分後、別の協力企業作業員が本来「切」であるべき滞留水移送ポンプ用電源が「入」となっていることに気付き、
当該電源を「入」とした協力企業作業員に確認したうえで、当該電源を「切」とした。

これにより２号機原子炉建屋北東三角コーナーから圧力抑制室へ滞留水が約１９m３移送されたが、建屋滞留水と
サブドレンとの水位差は確保されており、その他のパラメータについても異常は確認されなかった。
また、２号機原子炉建屋北東三角コーナーから圧力抑制室への滞留水移送配管に、漏えい等の異常は確認され
なかった。
今後、原因を調査し、再発防止対策を検討。


